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当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成３０年度 500 283 56.6% 平成３０年度 67 60 89.6%

令和元年度 500 313 62.6% 令和元年度 59 55 93.2%

令和２年度 500 － － 令和２年度 70 － －

0 0

当初予算額 ３ 政策名 （４）快適な暮らしを支える交通まちづくりを進める

 ４ 施策名 ④交通安全の確保 平成３０年度

平成３０年度 100.0% 12,181 0 0

令和２年度 100.0% 10,730

0

令和元年度

令和元年度

年度

指標２
交通安全教室(開催数)

春・秋の交通安全運動を中心に、各警察署や団体と連携して、港区の交通安全活動に努めています。
ポスターコンクールでは、区⺠に交通安全について理解と関心を⾼めてもらうため、毎年、⼩・中学⽣から交通安全ポス
ターを募集しています。
交通安全教室等の各種事業は、各警察署等と連携して実施し、交通事故防止に向け交通安全の啓発をしています。

指標１
ポスターコンクール（応募人数）  1２ 事務事業評価における最終評価

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮⼩・一部廃止　　　　４廃止

⾃転⾞のマナーやルールを守らないことに起因する事故が増え、交通安全に関する取り組みは益々重要となっていることから、
「継続」評価とします。

交通安全対策基本法、港区交通安全連絡協議会設置要綱、港区交通安全協会補助⾦交付要綱

 ９ 基本計画・個別計画・関連する法令等

 ７ 事業内容

1１　本事業に係る所管課の意⾒（⼀次評価）

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮⼩・一部廃止　　　　４廃止

　交通安全運動は、区⺠を悲惨な事故から守ることを⽬的としており、区⺠の安全・安心を確保するため、これまでも永年にわ
たり区内警察署と連携し、春・秋の交通安全運動を中心にポスターコンクールや交通安全教室等の各種事業などを実施して
おり、区⺠と共に推進してきた事業です。
　交通事故件数や死傷者数は減少傾向にありますが、一⽅で、⾃転⾞のマナーやルールを守らないことに起因する事故が増
え、更に今年２⽉に区内⼩学⽣の死亡事故もあったことから、交通安全に関する取り組みは益々重要であるため、今後、経
費や実施⽅法の工夫をし、事業を継続とします。

 ８ 事業実績・指標

－ －令和２年度 10,730 － －

100.0% 13,157 0 0 0

0

 ５ 事業説明文

12,181

13,157

事業を開始した昭和39年当時は、区内の交通事故件数が4,000件を超えており、令和元年の1,256件と⽐べ約
3,000件多く、交通安全の普及啓発は喫緊の課題でした。
区では、交通事故の減少に向け区内警察署と連携した交通安全教室や交通安全啓発イベントの開催、広報紙への
交通安全啓発記事の掲載、また、警察署が実施している各種キャンペーンに参加し、啓発品を配布し交通安全の普及
啓発に努めております。

財源内訳

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯 その他

区⺠一⼈ひとりに交通安全知識を普及し、交通安全思想の⾼揚を図るとともに、正しい交通ルールと交通マナーの実践
を習慣づけ、交通事故防止の徹底を図ることを⽬的に、各種の運動を実施しています。

－

流用

11,278 92.6%

0 0 13,157 9,965

補正予算 予算現額 決算額

75.7%

執行率

0 0 12,181

 ２ 基本政策 １　都心の活⼒と安全・安心・快適な暮らしを支えるまちをつくる 予算状況の内訳 決算状況

令和２年度事務事業評価シート 所管課 街づくり支援部　地域交通課

 １ 事業名 交通安全運動  １０ 事業費の状況


